
指標 達成度 事業効果及びその判断理由 今後の方針及びその判断理由

乗車人数 8,100 人 3,813 人 47.1%

解決を図る課題

乗合率 1.3 人 1.22 人 93.8%

AIオンデマンド
交通に対する満
足度

60 % 62.4 % 104.0%

将来的に実現したい地域
像

行政・市民・公共交通関係
組織等との連携による本事
業のPDCAの実施により、市
民のみならず観光客等の来
訪者も含め、誰もが移動手
段に不便さを感じない持続
可能な公共交通が構築され
た地域を実現する。さらに
は、本市の第六次総合計画
における重点目標である
「みんなに愛のあるライフ
ステージ実現」及び「気持
ちいい、心地いいまちづく
り」への実現につなげてい
く。

高齢者の免許返
納者数

125 人 175 人

4,200 件 1,363 人 32.5%

140.0%

Ｒ６デジタル田園都市国家構想交付金事業　効果検証結果

事業名
（R6年度実績額）
（交付金の種類）
（計画期間）

重要業績評価指標（KPI）

事業概要・令和６年度の取組内容

効果検証結果

Ｒ６目標値 Ｒ６実績値

【外部検証前　担当課判断】
　②事業内容の見直し（改善）
　　　　　　↓
【外部検証委員会判断】
　②事業内容の見直し（改善）
　　　　　　↓
【担当課最終判断】
　②事業内容の見直し（改善）

◎担当課最終判断理由
　今後は、実際の利用が多く想定
される高齢者層への対応を丁寧に
進めていくことが重要である。高
齢者の多くは、これまで決められ
た時間や場所で乗降する現行のバ
スに慣れており、予約制のAIオン
デマンド交通に対して抵抗感を
持っている。このような方が初め
て利用するまでのハードルを下げ
るため、出前講座などを積極的に
開催し、利用方法をわかりやすく
伝えることで、不安を解消し、安
心して利用できる環境づくりを進
めていく。
　公共交通離れの解消や、利便性
の高い公共交通への移行といった
課題の解決は、システムの導入に
とどまらず、実際の利用を促進
し、乗合率を高めていくことで初
めて可能となる。委員から指摘の
あったバス停の設置基準などにつ
いても考慮し、今後の施策に反映
していく。
　引き続き利用者の声を丁寧にヒ
アリングすることで、利用者の
ニーズを正確に把握・分析してい
く。また、運行事業者とも密に連
携し、最適な車両台数・運行時間
等の検証を継続することで地域に
密着した公共交通サービスとなる
よう検討を重ねることで、本シス
テムの改善を行っていく。

【外部検証前　担当課判断】
　③課題解決に効果があった
　　　　　　↓
【外部検証委員会判断】
　③課題解決に効果があった
　　　　　　↓
【担当課最終判断】
　③課題解決に効果があった

◎担当課最終判断理由
　令和8年4月に予定されている現
行のかりんちゃんバスの運行再編
（減便）に伴い、チョイソコかり
んちゃんは、これを補完する施策
として位置付けられている。現時
点では現行のバスが通常通り運行
しているため、本サービスが代替
手段として広く認識されておら
ず、乗車実績に繋がりにくい状態
になっている。令和6年度におけ
るチョイソコかりんちゃんの乗車
人数目標は、全3台の車両におい
て1日当たり各20人程度の乗車を
想定した年間8,100人であった
が、実績は3,813人にとどまり、
乗車人数の向上には一定の課題が
ある。
　一方で、令和7年3月末時点にお
ける会員登録者数は1,270名に達
し、毎月着実な増加傾向を示して
いることから、本サービスに対す
る認知度は徐々に向上しているも
のと考えられる。また、利用者ア
ンケートにおいては、「自由に出
発時間が選べて便利である。」、
「路線バスより短時間で目的地に
到着でき、使いやすい。」などの
好意的な意見があることからも、
本サービスは既存の交通手段にお
ける課題の解決に対し、一定の効
果があったと判断した。

外部検証委員からの意見等
（要約・抜粋）

AIオンデマンド交通シス
テム導入事業

（53,279,249円）
（デジタル実装タイプ）

（R6～8年度）
※交付金はR6年度のみ

・高齢者にとっては、Web予約そのものに抵抗感があり、サービス利用までの心理的な壁が大きいと感じられる。実際の
　利用者が「どこで困っているか」「どのような改善を望んでいるか」を、より丁寧にヒアリングする必要がある。
・本事業によって高齢者の免許返納者数に影響があるという明確な因果関係が認められることが重要。今後の施策立案に
　活かすための、根拠ある分析が求められる。
・かりんちゃんバスの再編に際し、チョイソコかりんちゃんが地域に根付いて盛り上がらなければ、免許を返納した人に
　とっては、移動に困難を感じる世界になる恐れがある。
・茅野市では先行してオンデマンド交通システムの導入が進められているが、諏訪地域全体で連携して取り組むことによ
　り、より効果的でダイナミックな施策展開が可能となると考える。
・将来的にバス停を増設する場合は、その考え方や設置基準を明確化した上で、市民に広く啓発していく必要がある。
・市としては、管理費や運行費が継続して必要となることから、乗合率をより重要な指標として捉えるべき。利用者への
　説明においても、この点を丁寧に説明することが望まれる。
・会員登録数が少ない地区に対しては、市側から積極的に出前講座の開催を提案していくことが有効ではないか考える。

・既存公共交通の路線の
分かりづらさ、公共交通
離れの解消。
・自家用車への依存度の
低下と持続可能で利便性
の高い公共交通体系の構
築。
・公共交通に対する市民
満足度向上。
・交通弱者（特に高齢
者）の移動手段の確保。

AIオンデマンド交通「チョイソコかりんちゃん」の導入

【チョイソコかりんちゃんの概要】
・利用者の予約があった時にだけ運行する乗合型デマンド交通
・AIを使い利用者を効率よく目的地まで輸送する。
・事前に会員登録をし、利用する際は電話かインターネットで乗車予約ができる。

【導入に伴う取組】
・利用者パンフレットの全戸配布を令和6年8月に実施
・専用のプリペイドカードを販売することで、利用者が現金よりもお得に、かつ手軽に決済できる
　システムを導入した。
・令和6年10月から令和7年9月までをテスト運行期間と定め、利用者を増やす様々な取組を行っ
　た。
・令和6年10月から令和6年11月までを無料運行期間と定め、会員数の増加を図った。
・令和7年2月から3月までは、土・日曜日も運行し、その効果の検証を行った。
・出前講座（地元説明会）を計21回開催し、443名の参加があった。

スマートフォン
アプリ又はWeb
予約件数
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